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Total Reflection : ATR)FUV 分光法は，プローブ光の入射角度を任意に変更する
ことで，エバネッセント波の染み出し深さを調節し，物質の表面(界面)の電子







度を変化させながら純水の ATR-FUV スペクトルの測定を行った。IRE には面
方位が R 面(0, 1, 2)，A 面(1, 1, 0)，C 面(0, 0, 1)のサファイアプリズムを用い
た。測定条件は，波長領域 140-250 nm，温度 25±1 ℃，プローブ光の入射角
度は 57°-76°で行った。また，同上の装置を用いて，光の入射角度を変化させ
ながら各温度における純水の ATR-FUV スペクトルの測定を行った。IRE には R
面のサファイアプリズムを用いた。純水の温度は 5℃-75℃の範囲で 10℃刻み
に測定し，他の測定条件は多角入射測定のときと同様である。 
【結果と考察】R 面の IRE を用いた FUV 光の多角入射による水の ATR-FUV ス
ペクトルを図 1 に示す(深さとはエバネッセント波の染み出し深さを表す)。エ
バネッセント波の染み出し深さは観測試料の厚みに相当するため，エバネッセ
ント波の染み出し深さが短くなるにつれ，波長 155 nm に現れる水の?̃? ←  ?̃?バン
ドの吸光度は減少した。また，エバネッセント波の染み出し深さが短くなるに
つれ，観測される界面水の割合が増え，バルク水の割合が減る。図 2 に各結晶
面における水の ATR-FUV スペクトルの?̃? ←  ?̃?バンドの位置を示す。エバネッセ
ント波の染み出し深さが短くなるにつれ，







考えられる)。C 面＞R 面＞A 面の順で変化
が大きいことが分かった。この結果は，X
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スペクトルの?̃? ←  ?̃?バンドの位置 
図2 各結晶面における水のATR - FUV
スペクトルの?̃? ←  ?̃?バンドの位置 
図 1 FUV光の多角入射による
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